
本器の特徴

大
出
力６kW

コンセントタイプ（3.2kW）に比べて6kWと約2倍の倍速充電により高速な充電が可能

日本自動車
研究所認証取得

補助金対象製品
（NEV 次世代自動車振興センター）

大出力

安全規格認証品使用

スタイリッシュなデザイン

低コスト導入可能

優れた耐環境性

定格電圧200Vac 6kW大出力

充電ガンPSE/SAEJ1772（Type 1）認証品使用

人間工学に基づいた使いやすいデザイン

設置に大きな費用が掛からない

IP55準拠の防塵、防水性能、室内外問わず設置可能

普通充電器
EV / PHV / PHEV用

※詳細は「クール・ネット東京」：https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/mansion-evcharge ／「一般社団法人次世代自動車振興センター」：http://www.cev-pc.or.jp/

補助金
 対象製品※

＊6kW充電する為には、車両側が6kW充電に対応している必要があります。詳しくは各自動車メーカーにお問合せください。
＊6kW充電時には30Aの電流が長時間流れる為、現在の電源容量の余裕状況により、電力契約の見直しが必要になる場合があります。

AWSJ60000101



項目  仕様
型番  AWSJ60000101
 定格入力 200-240 VAC / 単相
交流入力 最大入力電流 単相 / 30A
 周波数 50Hz/60Hz
交流出力 最大出力電流 単相 / 30A
 周囲温度 -30℃~50℃
 周囲湿度 95%　RH Max
環境条件 防水防塵機能 IP55
 動作高度 ≦ 2000m
 設置場所 屋外
 外形寸法 260 x 280 x 100mm
構造 重量 4kg ± 0.5
 ケーブル長 5m
 入力側 過電圧、低電圧、漏洩電流、接地保護、雷サージ
保護機能 出力側 過電流 、CP信号異常
 そのほか 過温度、リレー保護, 漏電流自己検知, MCU 保護

認証規格
 認証 本体：JARI認証品

 出力コネクタ SAE J1772 Type 1 plug /PSE 認証品
設置方法  壁掛け式、スタンド式
価格  オープン価格

商品写真

Supported by

製造元

ネクストエナジー・アンド・リソース株式会社

販売元

■仕様

■PHIHONGについて

東京本社
〒160-0023
東京都新宿区西新宿1-23-7 新宿ファーストウエスト14階
【お問い合わせ先】インフォメーションセンター

飛宏科技日本株式会社
Phihong Technology Japan Co., Ltd.

2024年5月版

営業時間：10:00～17:00
（土・日・祝日を除く）

※掲載内容は製品の仕様変更などで予告なく変更になる場合があります。

0120-338647

ケーブル収納部付スタンド スタンド台座

※それぞれのスタンドはオプションです。
また、スタンド設置時には基礎の設置が必要です。

台湾に本社を構えるPHIHONGは、50年間電源装置の生産研究開発経験を持
ち、世界レベルのリーダーとして世界中の主要ブランドメーカーから認められ、
信頼されています。
高効率の電源装置の研究開発及び製造に注力し、革新突破の精神をもって、高
品質且つ安全基準を満たした製品を作ることに強いこだわりを持つ企業です。

太陽電池モジュール パワーコンディショナ 重要負荷分電盤

停 電
対 策

普通充電器
企業ランキング

1年
保証

「普通充電器」＋「セーフティパック」でV2Hライクな使い方

セーフティパックの詳細はこちら

セーフティパック

EV車の電気を使って通常時でも停電時でも自宅へ給電できるのが
「V2H」。
しかし、高額かつ世界的な半導体不足で長期の納品待ちとなっている
今、スピーディーに導入でき、”V2Hライク”な使い方ができるのが「普通
充電器」＋「セーフティパック」の組合せ。
これらがあれば通常時に普通充電器からEV車へ充電するだけなく、停
電になった時にEV車内(または発電機)のACコンセントから重要負荷
分電盤を介して自宅内の5系統、最大1.5kW分の電気を送電できます。
太陽光発電システムと重要負荷分電盤のV2Hライクなシステムは導入
コストを抑えつつ、停電時の電力供給を実現します。

普通充電器

※イプロス調べ　https://www.ipros.jp/cg2/%E6%99%AE%E9%80%9A%E5%85%85%E9%9B%BB%E5%99%A8/

1位※

※RFID、インターネット接続機器は非搭載

150cm

237cm

※EV車内から自宅へ使用するケーブルは普通充電器のケーブルとは異なります。
※セーフティパックでは、停電時に使える5系統は機器の消費電力や電圧によっては使えないものもございます。

2022年11月時点


